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「どだなだ」…お互いの仕事の様子や子どもたちの状況を気軽に聞き合い 

業務の分担や平準化、支え合える職場環境にしましょう。 

 

 
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 34 部 50 人顧問対象 

  平日の指導日数・

時間数 

休日の指導日数・

時間数 

一週間合計日数・ 

時間数 

顧問教員一人当たり

の指導日数・時間数 

日数 時間数 日数 時間数 日数 時間数 日数 時間数 

H29 169 409 50 247 219 656 4.4 13.12 

R1 127 229 29 113 156 342 3.1 6.84 

増減 ▲ 42 ▲ 180 ▲ 21 ▲ 134 ▲ 63 ▲ 314 ▲ 1.3 ▲ 6.28 

＊H29 年度（部活動指導員未配置）と R1 年度（部活動指導員配置２年目）の６月の一週間

を比較した結果、顧問一人当たりの部活動指導時間は、一週間で６時間 16 分削減された。 

    

働 き 方 

改革通信 

１１１１    県県県県の部活働方針及びの部活働方針及びの部活働方針及びの部活働方針及び部活動部活動部活動部活動に係る事業に係る事業に係る事業に係る事業についてについてについてについて    

◆「山形県における運動部活動の在り方に関する方針」を策定（H30．12 月） 

◆「山形県における文化部活動の在り方に関する方針」を策定（R１．7 月） 

・市町村立中学校：各市町村教育委員会の策定する独自の方針に則り「学校の活動方針」 

を策定し、各部活動では活動計画を作成・公表 

・県 立 学 校：県の方針に則り「学校の活動方針」を策定し、各部活動では活動計画を 

作成・公表 

◆ 顧問教員に代わって部活動指導や引率が可能となる「部活動指導員」を配置 

中学校は公立中学校全 96 校中８0 校に配置、高等学校はモデル校２校に配置 

（令和元年６月末現在） 

 

部活動方針の目的 

○生徒にとって望ましいスポーツ環境の構築と心身ともに 

健康で豊かな人間性の育成 

○多彩な文化部活動を通した生徒の豊かな人間性の育成 

○教員の働き方改革の推進 

 

部活動改革進んでいますか？ 

２２２２    令和元年度部活動指導員配置状況調査より令和元年度部活動指導員配置状況調査より令和元年度部活動指導員配置状況調査より令和元年度部活動指導員配置状況調査より    

下の表は、部活動指導員を配置している学校 80 校のうち、昨年度から部活動指導員

を継続して配置している 32 校 34 部活動の顧問教員の部活動指導時間をまとめたもの

です。 

山形県における部活動指導員の配置状況調査より一部抜粋（令和元年６月調査）  



３３３３    実践事例実践事例実践事例実践事例    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

    

４４４４    部活動方針の適用状況に関するフォローアップ調査について部活動方針の適用状況に関するフォローアップ調査について部活動方針の適用状況に関するフォローアップ調査について部活動方針の適用状況に関するフォローアップ調査について     

実践事例① 部活動指導員の有効活動  

○ 部活動指導員を主顧問として配置し、これまで１人顧問だった他の部を複数顧問に

することができた。このことから、部活動指導を交代で行うことができ、他の業務を

行ったり休みをとることができたりして、教員の 

部活動指導時間の削減につながった。 

○ 教員が出張等で不在であっても、部活動を休み 

にせず、生徒は安全に部活動をすることができた。 

○ 専門的な指導ができない教員に代わって部活動 

指導を行い、教員の精神的な負担が軽減されると 

ともに、部活動の充実が図られた。 

 

実践事例② 最上地区市町村教育委員会協議会研修会  

令和元年７月 17 日、「部活動・スポ少と学校・家庭との連携」をテーマに標記研修会

が開催された。この中で、佐藤教育庁スポーツ保健課長の基調講演の後、最上町、真室

川町から、町の部活動方針策定後の現状と課題について、アンケート調査を含めた事例

発表があった。 

＜事例発表より＞ 

○ 限定された中、集中した練習に繋がっている 

○ 保護者は、家庭で過ごす時間にゆとりができたと捉えている。空いた時間を地域

と繋ぐなど、有効に活用する手立てが必要。 

▲ 週休日の大会等の精査に苦慮している。 

▲ 県や他市町村と連携し、不公平感を持たれない取組が必要。最上８市町村の情報

交換の場の設置 

 

その後行われたグループ協議では、最上地域における部活動のあり方について、時間

をオーバーするほどの熱い協議が行われた。 

１ 調査対象 

国公立中学校・義務教育学校、市町村教育委員会、特別支援学校中学部・高等部、 

公立高等学校、私立高等学校  

２ 調査時期 

令和元年 9 月 

３ 調査内容 

・ 部活動方針の策定について 

・ HP 等での公表ついて 

・ 部活動方針の遵守状況について など 

 

今後、上記の内容で調査依頼しますので、御協力のほど、よろしくお願いします。 


